特定健診未受診者の健康リスクに関する考察
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【目的】
「健診に参加する住民は健康意識が高いと考えられるため、受診者の健康状態は未受診者と比較して良好であることが多い」この仮説を検証する。

【方法】

東京都X市、Y市の国民健康保険における40-74歳の被保険者台帳（約360,000人分、うち受診者約120,000人）をもとに、郵便番号別、性・年代別に受診率を計算し、血圧、脂質、血糖、腹囲、BMI、既往歴との関係を確かめる。
郵便番号をもとに計算しているため、被保険者が数名しかいないデータが生じる（固有の郵便番号をとっている場合がある）。このようなデータはばらつきが大きくなるため、被保険者100名以下の地域は除外した。
【結果】

　年齢層、性別にかかわらず、多くの層で健康リスクと受診率は正の相関があった。特に40代の男性において、BMI、HbA1cなどに対する受診率の回帰係数が正となり(p<0.05)、仮説を裏付ける結果となった。一方、女性や高年齢層においては、健康リスクと受診率が無相関になることもあり、回帰係数の傾きも緩やかになる傾向がみられた。
冒頭の仮説が妥当だとしても、健康状態のよい住民とそうでない住民が混在していなければ、受診率と健康リスクに正の相関は見られない。高齢者層は過半数が血糖・血圧・脂質に問題があるため、いろいろな健康リスクを持つ住民が混在する状況になっていないのではないかと考えられる。同様に女性は全体的に健康状態が良いため、男性よりも正の相関が表れにくいと考えられる。
【考察】

特定健診・特定保健指導制度においてにおいて受診率向上は重要な目標の一つとして掲げられており、本研究ではその重要性の傍証となる結果が得られた。未受診者の生活習慣病リスクは受診者と比較して高く、すでに生活習慣病を発症してしまった住民も多く含まれることが推測される。

